
－学年のまとめ・進級，進学の準備をする３学期－ 

学校長        
 秋徳校区の皆様，「新年 あけまして おめでとうござ
います」 今年もよろしくお願い致します。 
 秋徳校では，１月１１日に３学期の始業式を行いました。
そこで，小学１・３・５・６年の４名，中学２年の２名の
児童生徒が，しっかりと新年の抱負を発表してくれました。
昨年の反省をもとに，自分のことをよく見つめ，具体的で
達成可能なめあて・目標を立てていました。 
 学校では，３学期のはじめに，子どもたちに目標（めあ
て）を持たせるようにしています。そして，その目標をみ
んなの前で発表したり，掲示したりしています。特に，３
学期は１年間の始まりであり，また平成２２年度を締めく
くる学期にあたり，心新たに自分の目標に向かって積極的
に行動する大切な時期であると考えています。目標がある
と，子どもは自然にがんばれます。目標に向かって繰り返
し努力する，させることが，子どもを確実に成長させます。
そのことを念頭に置きながら，学校・家庭でも子どもたち
を励まし，支援していきます。 
 最後に，３学期は，次の学年へ，中学校への準備をする
学期になります。特に，小学６年生にとっては，中学校進
学への準備をする大切な時期でもあります。目標に近づけ
るように，目標を達成するように全職員が一体となって，
ラストスパートをかけて指導していきます。保護者の方々 ，
地域の方々 のさらなる御支援・御協力を今後ともお願いい
たします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 の学校紹介 

心を新たに！「書き初め」をしました。 

１月１２日（水），年始恒例の校内書き初め大会を
実施しました。 

１年生は「もち」，３年生は「白いはと」，５年生は
「希望の春」，６年生は「創造する心」，中学２年生は
「大望を抱く」と「燃ゆる思い」を書きました。初め
て書き初めをする  さんは，筆の使い方に苦労しま
したが，太く元気のある文字を書くことができまし
た。他の子どもたちも，手本をよく見て丁寧に書きあ
げました。 

今年も学習にまじめに集中して取り組もうとする
子どもたちの意気込みが感じられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

体の不自由な人やお年寄りの苦労を感じました！ 

１月１９日（水），地域ジ
ュニアふれあい体験事業と
して，県社会福祉協議会から
２名の講師を招いて，車いす
と高齢者の疑似体験をしま
した。 

まず，普段の生活の中での
高齢者の苦労を体験するた

めに，右の写真のような装具
をつけて，歩いてみました。
足が高く上がらなかったり，
目がよく見えなかったりし
て，すばやく動けないことが
分かりました。また，車いす
体験では，ちょっとの段差で
も超えるのに相当な力がい
ることが分かりました。 

この体験を通して，これか
らお年寄りのために自分が何をすべきかを考えるよ
い機会になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■ 今年のバレーボールの練習を始めます。２月４日
と２５日午後７時からです。ふるってご参加くださ
い。一緒にさわやかな汗を流しましょう。 

１日（火） 第４回集合学習（小）伊子茂小 

２日（水） 立志の集い 講演会  

３日（木） ＡＬＴ授業  

秋徳集落高齢者との交流会 14:30～ 

 ４日（金） 秋徳バレーボール同好会練習 

 ６日（日） 町ＰＴＡ研究大会（古仁屋中） 

１１日（金） かけはし号（秋徳集落に来ます） 

２２日（火） 児童生徒・保護者教育相談週間（３／１まで） 
２４日（木） 授業参観・ＰＴＡ・学校保健委員会 

中学校入学説明会・家庭教育学級閉講式 

２５日（金） 町学校保健研究大会（町中央公民館） 

かけはし号 

秋徳バレーボール同好会練習 

 

〔２０１１年 新年の抱負・目標〕 
小１年  
 先生のはなしをしっかりきいて，学校のべんきょうを
はやくすすめます。家での本読みもがんばります。 
小３年  

毎日の漢字練習やノートをていねいな字で書きます。 
小５年  
 家庭学習を９０分以上して，自主学習にはげみます。  
小６年  
 宅習ノートに毎日１ページ，予習と復習をします。 
中２年  
 宅習を毎日２ページ以上して，自主学習の時間を増や
します。 
中２年  
 学習面や生活面の計画を具体的に立て，反省を次に生
かすように努力します。 

２月の行事予定 

 

〔感想〕６年  
 まず，お年寄りのまねをした体験で，ぼくは想像以上
にお年寄りが苦労していることが分かりました。それは，
目も見えにくいし，こしが曲がるといたいし，手足が思
うように動かせなかったからです。 
次に，車いす体験をしました。車いすをおすのも大変

だったけど，乗ってみると少しの段差でもタイヤが空回
りしたり，自由に方向を変えたりすることが難しかった
です。ずっと車いすに乗っている方は大変だろうなあと
感じました。 
この体験をして，お年寄りや体の不自由な方に，自分

ができることはどんどんしてあげたいと思いました。 



 


